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１ 相談件数の推移 ■相談件数は知的障がい、精神障がい、身体障がいの順に多い傾向にあります。
■相談件数の最も多い知的障がいは、全体の約５２％を占めています。
■発達障がい、重症心身障がい、高次脳機能障がい、その他※は全体の約９％
で相談件数は少ない傾向にあります。

-１-

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

身 体 38 29 67 64 53 68 48 35 58 30 46 51 587 

知 的 231 253 275 276 259 206 145 156 139 151 134 182 2,407 

精 神 93 77 115 98 100 97 112 94 91 96 129 124 1,226 

発 達 71 50 36 26 43 13 4 0 4 1 2 5 255 

重 心 5 5 3 0 0 0 3 6 3 1 2 1 29 

高次脳 3 7 0 0 1 2 1 0 0 0 0 0 14 

その他 11 8 6 2 8 18 10 5 6 1 19 18 112 

合計 452 429 502 466 464 404 323 296 301 280 332 381 4,630 
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※「その他」とは、障がい手帳をお持ちでない方や
自立支援医療（精神通院）を受けていない方を含む。



２ 相談件数の比較 ■相談件数を比較すると、昨年度に比べ、精神障がい、発達障がいが増加していま
す。

■相談件数が最も伸びている発達障がいは、前年の約５倍となります。
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身 体 知 的 精 神 発 達 重 心 高次脳 その他 合計

H21 650 2,916 921 51 37 57 84 4,716 

H22 587 2,407 1,226 255 29 14 112 4,630 
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■身体障がい 障がい福祉サービスの利用に関する相談が多い傾向にあります。次
いで、社会活動・余暇活動に関する相談が続きます。

■知的障がい 障がい福祉サービスの利用に関する相談が多く、全体の約４４％を
占めいています。次いで、健康・医療に関する相談が続きます。

■精神障がい 障がい福祉サービスの利用・不安解消・情緒不安定に関する相談が
多い傾向にあります。次いで、健康・医療に関する相談が続きます。

■発達障がい 健康・医療や不安の解消・情緒不安定に関する相談が多い傾向にあ
ります。次いで、家計・経済に関する相談が続きます。

※重症心身障がい、高次脳機能障がい、その他は、障がい福祉サービスの利用に関する
相談が多い傾向にあります。

※その他は障がいや病状の理解・就労に関する支援が多い傾向にあります。

各障がい別・内容別の相談件数については、４～５ページに掲載しています。

３ 相談内容の傾向
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４ 相談内容集計表
１／２

-４-

種別

件 数

福祉サービス
の利用等に
関する支援

障がいや
病状の理解に
関する支援

健康・医療に
関する支援

不安の解消・
情緒不安定に
関する支援

保育・教育に
関する支援

家族関係・
人間関係に
関する支援

身 体 334 1 98 1 0 12 

知 的 1,080 42 311 174 9 176 

精 神 379 34 241 300 0 61 

発 達 8 26 70 52 1 42 

重 心 24 0 1 1 1 0 

高次脳 8 0 1 0 0 1 

その他 51 24 6 0 2 1 

計 1,884 127 728 528 13 293 



２／２
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種別

件 数

家系・経済に
関する支援

生活技術に
関する支援

就労に関する
支援

社会活動・
余暇活動に
関する支援

権利擁護に
関する支援

その他

身 体 5 9 5 99 0 23 

知 的 168 269 35 10 72 61 

精 神 60 46 22 67 3 13 

発 達 44 0 7 0 1 4 

重 心 1 0 0 0 0 1 

高次脳 2 0 0 0 0 2 

その他 3 3 18 0 1 3 

計 283 327 87 176 77 107 



■障がい種別に応じた月平均実人数の割合です。
■１か月単位で最も相談人数が多いのは知的障がい者で、
４２．０８人となります。

■身体障がい児と高次脳機能障がい児は０人／月です。

５ 月平均相談回数

■平均相談回数の多い順から発達障がい、知的障がい、
高次脳機能障がい、精神障がいと続きます。

■平均回数が最も多い発達障がいは１２．７５回です。

平均相談回数（月単位）＝
延べ相談件数の合計

相談実人数（月単位）の合計

○算出式

６ 月平均相談実人数
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７ 相談対応の実績 ■対応回数は関係機関（病院・保健所・施設等）との連携、電話相談の順に多い
傾向にあります。

■支援回数の最も多い関係機関との連携は、全体の約４４％を占めています。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

訪問 73 75 88 97 75 92 61 64 58 46 78 96 903 

来所相談 89 85 104 70 101 72 80 62 43 47 77 78 908 

同行 13 13 12 21 18 16 10 13 9 4 11 25 165 

電話相談 185 161 215 227 210 153 109 122 116 114 133 133 1,878 

手紙 2 2 4 4 0 11 16 0 3 0 1 0 43 

電子メール 4 0 3 2 1 0 0 3 2 0 3 0 18 

関係機関 288 281 326 324 334 280 270 243 232 282 331 353 3,544 

個別支援会議 19 28 14 17 23 31 21 14 40 37 24 35 303 

その他 34 21 49 28 27 18 14 10 24 14 19 18 276 
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８ 相談対応の比較 ■対応を比較すると、障がい種別に関わらず、関係機関との連携と電話相談が大
部分を占めています。

■精神障がいは他と比べ、来所相談や電話相談の割合が大きいことが特徴です。

身 体 知 的 精 神 発 達 重 心 高次脳 その他 合計

訪問 136 615 103 11 5 5 28 903 

来所相談 19 437 425 4 1 0 22 908 

同行 24 100 32 2 1 0 6 165 

電話相談 241 835 514 232 12 4 40 1,878 

手紙 6 3 34 0 0 0 0 43 

電子メール 13 0 5 0 0 0 0 18 

関係機関 675 1,750 767 208 47 9 88 3,544 

個別支援会議 38 181 69 1 5 4 5 303 

その他 75 137 37 15 4 0 8 276 

合計 1,227 4,058 1,986 473 75 22 197 8,038 
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